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婦
人
年
と
仏
教

国
際
婦
人
年
世
界
会
議
が
メ
キ
シ
コ

に
お
い
て
開
幕
さ
れ
た
。
”
男
女
は
ラ

イ
バ
ル
で
は
な
く
、
平
和
実
現
の
相
互

協
力
者
た
れ
”
と
は
メ
キ
シ
コ
大
統
領

夫
人
マ
リ
ヤ
・
エ
ス
テ
ル
女
史
の
あ
い

さ
つ
で
あ
る
。
日
本
婦
人
は
一
体
ど
の

よ
う
な
処
方
箋
で
社
会
改
革
と
開
発
に

ウ
ー
マ
ン
・
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
よ
う
と

す
る
の
か
注
目
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
既
成
仏
教
は
も
ち
ろ
ん
、

と
く
に
新
宗
教
の
仏
教
信
者
は
、
そ
の

大
半
が
婦
人
で
あ
る
と
い
う
。
仏
陀
の

女
性
観
は
、
俗
人
女
性
に
対
し
て
は
か

な
り
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
で
は
あ
る
が
、

仏
教
教
団
に
お
け
る
女
性
五
障
説
は
根

強
い
風
潮
で
あ
っ
た
。

　
弥
陀
の
本
願
に
は
”
老
少
善
悪
の
ひ

と
を
え
ら
ば
ず
”
と
し
た
親
轡
…
で
す
ら

”
変
成
男
子
の
願
を
た
て
…
…
”
と
述

べ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
仏

教
の
伝
統
的
ド
グ
マ
の
厳
し
さ
が
あ

る
。
婦
人
年
に
あ
た
り
、
こ
の
点
を
頬

か
む
り
す
る
こ
と
な
く
問
題
を
提
起
し

今
日
的
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
M
）

（バ
塔
R
ク
の
ウ
エ
サ
力
祭
施
食
供
養
の
法
要
を
お
こ
な
う
留
学
僧
U
四
面
記
事
参
照
）

全日本仏教会財団法人
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第
四
回
心
宗
派
教
化
担
当
者
会
議
が
、
六
月

九
日
、
京
都
本
能
寺
会
館
会
議
室
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
目
的
は
、
日
む

ろ
の
各
宗
団
の
教
化
伝
道
を
全
一
仏
教
運
動
と

し
て
展
開
し
て
行
く
に
は
、
如
何
に
進
め
て
い

っ
た
な
ら
ば
よ
い
か
、
と
い
う
点
を
お
互
い
に

求
め
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
開
会
式
の
あ
と
、

鶴
見
大
教
授
松
野
純
孝
先
生
よ
り
「
仏
教
以
外

の
他
宗
教
の
伝
道
方
法
に
つ
い
て
」
基
調
講
演

が
行
わ
れ
、
つ
づ
い
て
真
渓
義
貫
文
化
専
門
委

員
長
が
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
午
後
か
ら
は
全

員
に
よ
る
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
午
後

三
時
6
ろ
閉
会
し
た
。

　
な
お
、
当
日
は
真
言
宗
豊
山
派
、
智
山
派
、

大
覚
寺
派
、
高
野
山
、
国
分
寺
派
、
念
法
真
教
、

な
ど
二
十
一
宗
派
よ
り
担
当
の
部
長
、

年
全
仏
大
会
が
開
催
さ
れ
る
兵
庫
県
仏
の
会

長
、
副
会
長
を
中
心
と
し
た
四
十
名
余
り
が
出

席
さ
れ
た
。

　
【
写
真
は
本
能
寺
会
館
の
担
当
者
会
議
】

孝
道
教
団
、
西
山
浄
土

宗
、
浄
土
宗
西
山
深
草

派
、
融
通
念
仏
宗
、
曹
洞

宗
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、

日
蓮
宗
、
法
華
宗
本
門

流
、
本
門
仏
立
宗
、
浄
土

宗
西
山
禅
林
寺
派
、
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
大

谷
派
、
興
正
派
、
高
田
派

　
　
　
　
　
　
及
び
今

”
他
宗
教
の
伝
道
方
法
”
講
羅
跣
生

簸
繋

　
　
　
　
「
仏
教
以
外
の

　
生
他
宗
教
の
伝
道
方

無
法
に
つ
い
て
」
と

㌦
呪
い
う
こ
と
で
す
が

　
野
　
松
生
長
の
家
と
モ
ル

　
　
モ
ン
教
を
例
に
と

っ
て
お
話
し
し
た
い
。

　
新
宗
教
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
在
家
教
団
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
プ
ロ
の
宗
教
家
は
い
な
い
。
こ

れ
が
新
宗
教
一
般
の
特
色
で
す
。

　
生
長
の
家
は
、
宗
教
の
デ
パ
ー
ト
と
も
い
わ

れ
、
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
摂
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
谷
口
氏
の
、

「
生
命
の
実
相
」
を
購
読
し
た
人
々
が
集
ま
っ

た
の
が
発
端
で
、
読
書
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
運

動
で
し
た
。
の
ち
に
宗
教
団
体
と
な
り
、
谷
口

総
裁
な
ど
の
講
演
を
申
心
に
動
き
、
テ
キ
ス
ト

を
使
用
す
る
。
こ
れ
は
文
書
伝
道
で
、
キ
リ
ス

ト
教
の
「
も
の
み
の
塔
」
と
な
ら
ん
で
、
特
に

力
を
そ
そ
い
で
い
る
。
ま
た
「
人
類
光
明
化
運

動
」
を
や
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
希
望
を
持
つ

と
い
う
こ
と
で
、
物
事
を
常
に
明
る
い
面
か
ら

み
よ
う
と
し
て
い
る
。
く
よ
く
よ
思
い
悩
む
と

こ
ろ
が
ら
脱
却
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
く
主

張
し
て
い
る
。
あ
る
外
人
が
日
本
仏
教
の
将
来

を
う
ら
な
っ
て
、
将
来
キ
リ
ス
ト
教
の
国
に
な

る
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
は
仏
教
に
希
望
性
が
な
い

か
ら
だ
、
と
い
っ
て
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
注
意
す
べ
き
こ
と
で
す
。

　
生
長
の
家
で
は
、
研
修
の
一
つ
と
し
て
腹
の

底
か
ら
笑
う
と
い
う
訓
練
を
や
っ
て
ま
す
が
、

大
阪
に
は
笑
う
宗
教
と
い
う
の
が
あ
り
、
人
生

を
明
る
く
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
ま
す
。

黒
住
教
で
は
、
人
が
死
に
ま
す
と
”
お
め
で
と

う
”
と
い
う
こ
と
を
い
う
。
天
理
教
で
は
「
陽

気
暮
ら
し
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
天
理
教

大
本
教
で
は
、
死
は
「
出
直
し
」
だ
と
い
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
死
」
を
「
笑
」
に
転
換

す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
ら
で

て
き
た
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
例
え
ば
立
正
佼
成
会
で
は
、
絶
望
の
ド
ン
底

に
あ
る
者
に
対
し
て
無
…
常
の
論
理
を
説
い
て
い

ま
す
。
仏
教
の
通
念
か
ら
す
る
と
、
火
に
油
を

そ
そ
ぐ
よ
う
だ
が
、
佼
成
会
で
は
希
望
の
論
理

に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
宗
教
に
お
け
る
無
常
と

か
業
の
考
え
方
は
、
わ
れ
わ
れ
の
と
は
視
点
が

逆
な
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
面
も
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
面
で

生
長
の
家
な
ど
の
明
る
い
面
に
眼
を
む
け
て
い

く
と
い
う
の
は
非
常
に
示
唆
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
生
長
の
家
に
は
連
帯
性
が
あ
り
、
人
間

は
す
べ
て
神
の
子
と
申
し
て
、
仏
性
と
か
神
性

と
い
う
も
の
を
、
そ
の
人
に
放
り
出
し
て
や
る

ん
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
霊
友
会
で

も
、
会
員
全
体
が
そ
の
人
の
成
仏
を
願
っ
て
祈

る
と
い
う
連
帯
性
が
あ
り
、
こ
こ
に
信
者
に
と

っ
て
は
魅
力
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

　
次
に
モ
ル
モ
ン
教
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
教

団
は
十
九
世
紀
末
に
成
立
し
た
ア
メ
リ
カ
の
新

興
宗
教
で
す
。
新
興
宗
教
と
は
日
本
の
み
の
産

物
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
？
つ
ま

り
ア
メ
リ
カ
の
教
会
で
は
、
貧
乏
人
の
ク
ラ
ス

は
教
会
か
ら
閉
め
出
さ
れ
、
そ
こ
に
新
し
い
宗

教
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
モ
ル
モ
ン
教
も
そ
の

一
2
一

し蝿「、　　　　　　7も　　　　＿
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一
つ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
疎
外
さ
れ
て
い
る
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
、
そ
う
し
た
人
々
の
欲
求
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
当
然
庶
民
性
を

も
ち
、
し
か
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
る
。

自
発
的
な
意
志
で
、
手
弁
当
で
や
っ
て
ま
す
。

そ
の
大
半
が
学
生
で
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く

熱
心
で
す
。

　
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
彼
ら
は
家
庭
を

最
も
大
事
に
す
る
。
佼
成
会
で
は
家
庭
成
仏
を

強
調
し
ま
す
が
、
モ
ル
モ
ン
教
で
は
、
夫
が
妻

を
お
い
て
単
身
日
本
へ
布
教
に
く
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
家
庭
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
モ
ル
モ
ン
教
を
信
ず
れ
ば
、
来
世
に
お
い
て

も
夫
婦
は
必
ず
一
緒
の
所
に
生
ま
れ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
信
仰
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
中

世
に
浄
土
教
が
多
く
の
信
者
を
得
た
一
仏
浄
土

に
似
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
家
庭
の
中
に
お
い
て
は
「
家
庭
の
夕

べ
」
を
毎
週
開
き
、
父
親
が
り
ー
ダ
ー
と
な
り

ま
し
て
、
宗
教
の
話
を
し
た
り
、
一
家
の
計
画

を
た
て
た
り
し
て
語
り
合
い
ま
す
。

　
今
日
の
よ
う
に
「
家
庭
か
ら
個
人
へ
」
と
い

う
宗
教
団
体
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
流
動

社
会
で
個
人
を
相
手
に
し
た
の
で
は
、
そ
の
宗

教
は
い
つ
も
遊
離
し
て
し
ま
う
。
な
ん
と
い
っ

て
も
家
庭
を
押
さ
え
な
い
と
、
そ
の
宗
教
は
根

づ
か
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら
と
い
う
考
え
方
を
大

い
に
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

真
漢
氏
司
会

　
午
後
か
ら
の
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
真
渓
氏
が

司
会
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
一
つ
の
場
所
で

多
勢
の
方
々
の
発
言
を
求
め
る
こ
と
が
な
か
な

か
難
し
く
、
分
科
会
と
し
て
い
く
つ
か
の
パ
ー

ト
に
わ
か
れ
て
話
し
あ
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
、
何
か
無
理
に
前
仏
大
会
に
結
び
つ
け

て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
は
お
か
し
い
と
の
お
叱

り
を
う
け
た
。

　
問
題
と
し
て
は
宗
教
法
人
立
の
幼
稚
園
に
つ

い
て
、
仏
教
者
は
如
何
な
る
態
度
で
今
後
の
ぞ

ん
で
い
っ
た
ら
い
い
か
、
と
同
時
に
、
教
職
兼

務
の
僧
侶
は
そ
の
職
場
に
お
い
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
が
討
議
さ
れ
た
。
「
人
類
の
未
来
」
に
つ

い
て
は
書
籍
紹
介
（
別
項
）
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

　
　
人
類
の
未
来
に
関
す
る
参
考
書

未
来
の
思
想
（
小
松
左
京
著
）
中
央
公
論
新
書

人
類
の
行
方
（
渡
辺
格
他
）
み
す
ず
書
房

鉾
碧
齪
（
渡
辺
薯
）
果
経
済
新
聞

成
長
の
限
界
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

未
来
は
あ
る
か
（
朝
日
新
聞
社
編
）

誰
が
生
き
残
る
か
（
R
リ
フ
ト
ン
外
林
訳
）
馨
毒

人
類
は
滅
び
る
か
（
今
西
錦
司
他
）
筑
摩
書
房

人
間
案
下
（
P
メ
ダ
ウ
オ
ア
梅
田
敏
郎
訳
）
み
す
ず
書
房

終
末
論
的
考
察
（
大
木
英
夫
）
中
央
公
論

人
類
の
百
万
年
（
A
モ
ン
テ
ギ
ュ
ー
鈴
木
・
岡
田
訳
）
翻
譲

精
神
と
し
て
の
身
体
（
市
川
町
著
）
動
草
書
房

齢
薇
来
（
G
R
テ
イ
ラ
ー
大
川
節
夫
訳
）
み
す
ず
毒

人
類
は
生
き
残
れ
る
か
（
今
西
錦
司
）
恒
文
社

生
命
論
の
哲
学
的
基
礎
（
永
井
博
）
岩
波
書
店

生
と
死
の
未
来
（
吉
田
忠
雄
著
）
読
売
新
聞
社

智
積
院
金
堂
の
落
慶
式

　
真
言
宗
智
山
派
総
本
山
智
積
院
（
京
都
・
東

山
）
で
は
、
宗
祖
大
師
O
誕
生
千
二
百
年
記
念

事
業
と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
建
設
中
で
あ
っ
た

金
堂
が
完
成
、
新
造
顕
さ
れ
た
本
尊
大
日
如
来

を
安
置
し
、
六
月
十
五
日
、
そ
の
落
慶
式
典
の

盛
儀
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
午
前
中
は
本
尊
入
仏
開
眼
大
曼
茶
直
覧
、
午

後
、
金
堂
竣
工
慶
典
式
典
が
奉
行
さ
れ
た
。

　
全
仏
よ
り
岸
信
宏
会
長
が
出
席
し
た
。

■

第
お
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

兵
庫
大
会
へ
の
ご
参
加
を
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

兵
庫
県
仏
教
軽

四
　
長
佐
藤
覚
雄

副
会
長

副
会
長

事
務
局
長

大
谷
昭
世

小
　
西
顕
龍

参
　
事
　
田
　
中
寿
雄

参
　
事
雲
井
弘
善

参
　
事
河
野
文
明

主
　
事
青
柳
泰
晃

神
戸
市
兵
庫
区
松
本
通

三
丁
目
　
法
華
寺
内
・

一
吊
9
一
一
聞

9

財
団
法
人

日
本
仏
教
鎭
仰
会

理
事
長
　
中
　
山
　
理
　
々

神
田
事
務
所

　
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
二
一
三
i
五

　
鎌
倉
ビ
ル
内

　
〒
皿
〇
三
（
二
五
六
）
四
九
一
一

梵
人
会

主
　
幹
河
合
智
海

副
主
幹
吉
田
昭
柄

金
沢
市
東
山
二
丁
目
一
四
ノ
三
三

　
　
　
　
（
本
　
部
）

鍵
．
鯨
浅
草
寺

管
　
長
清
水
谷
恭
順

宗
務
総
長
壬
生
台
舜

東
京
都
台
東
区
浅
草
二
⊥
一
一
－
一

〒
m
O
三
（
八
四
二
）
〇
一
八
一

一一3

P置る
箔
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第
1
1
回
W
F
B
大
会
は
明
年
二
月

バ
ン
コ
ク
で
開
く

　
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
の
常
任
理
事

会
が
、
五
月
二
十
六
日
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の

W
F
B
本
部
会
議
室
で
開
か
れ
、
日
本
か
ら
全

仏
の
桜
井
大
乗
事
務
総
長
と
石
川
恒
彦
国
際
書

記
が
出
席
し
た
。

　
会
議
で
は
、
ま
ず
プ
ー
ン
会
長
よ
り
「
本
年

タ
イ
で
開
催
す
る
予
定
の
第
十
一
回
W
F
B
大

会
が
国
内
事
情
で
延
期
さ
れ
て
い
る
が
、
明
年

二
月
十
五
～
十
七
日
に
バ
ン
コ
ク
で
開
催
し
た

い
」
と
提
案
が
あ
り
、
万
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
ユ
ネ
ス
コ
と
中
国
仏
教
会
（
台

湾
）
を
メ
ン
バ
ー
に
も
つ
W
F
B
の
関
係
、

常
任
理
事
会
で
き
ま
る

W
F
B
Y
（
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
）
の
事
務

総
長
の
後
任
問
題
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
問
題
な

ど
が
討
議
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
結
論
に
い
た

ら
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
明
年
二
月
の
大
会
に
先
立
っ
て
、
W

F
B
常
任
理
事
会
が
、
今
年
十
二
月
五
、
六
日

に
も
う
一
度
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
る
。

　
ウ
ェ
サ
力
記
念
の
施
食
供
養

　
常
任
理
事
会
の
前
日
、
五
月
二
十
五
日
に
W

F
B
本
部
の
主
催
で
、
在
タ
イ
国
各
国
留
学
僧

に
対
す
る
ウ
エ
サ
カ
記
念
の
施
食
供
養
が
行
な

わ
れ
、
桜
井
総
長
、
石
川
書
記
も
出
席
し
た
。

　
施
食
供
養
は
大
衆
が
W
F
B
本
部
の
講
堂
に

着
席
す
る
と
、
留
学
僧
約
百
八
十
名
が
登
壇
し

バ
リ
タ
（
明
達
経
）
を
読
踊
。
そ
の
あ
と
階
下

の
食
堂
へ
移
り
、
留
学
僧
へ
の
施
食
が
な
さ
れ

桜
井
総
長
ら
も
同
席
し
て
タ
イ
料
理
の
珍
味
を

楽
し
ん
だ
。
比
丘
が
退
出
し
た
あ
と
、
W
F
B

関
係
の
俗
人
に
食
事
が
出
て
ウ
エ
サ
カ
の
行
事

は
終
っ
た
。

　
次
期
W
F
B
大
会
は
日
本
開
催
を
希
望

　
常
任
理
事
会
の
公
式
な
席
上
で
は
な
い
が
、

非
公
式
に
日
本
代
表
は
W
F
B
大
会
を
日
本
で

開
く
よ
う
に
要
請
を
受
け
た
。
種
々
の
状
勢
を

か
ん
が
み
、
近
い
将
来
に
日
本
が
大
会
主
催
国

を
引
き
受
け
ね
ば
な
る
ま
い
と
の
印
象
が
強

い
。

WFBの常任理事会、左端は桜井全一事務総長

醐
縣
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
開
く

各
県
仏
か
ら
現
況
報
告

　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
六
月
二
日

神
奈
川
県
仏
教
会
の
お
世
話
で
箱
根
湯
本
吉
野

屋
に
て
開
催
さ
れ
た
。
出
席
の
県
外
は
東
京
、

神
奈
川
、
埼
玉
、
山
梨
、
長
野
、
静
岡
で
あ
っ

た
。
開
会
、
三
帰
異
文
唱
和
、
全
土
桜
井
総
長

貝
山
神
奈
川
県
仏
会
長
挨
拶
の
後
、
貝
山
氏
を

議
長
と
し
て
直
ち
に
議
事
に
入
っ
た
◎

　
議
事
内
容
は
次
の
通
り

一
、
昭
和
五
十
年
度
第
二
十
三
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
（
兵
庫
）
に
つ
い
て

2
、
時
局
対
策
に
つ
い
て

　
イ
　
税
制
に
つ
い
て

　
ロ
　
イ
ン
ド
日
本
寺
第
三
期
事
業
協
賛
に
つ

　
　
　
い
て

　
バ
　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
救
援
に
つ
い
て

3
、
各
県
仏
昭
和
四
十
九
年
度
事
業
報
告
並
び

に
昭
和
五
十
年
度
事
業
計
画

　
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
の
方
々
か
ら
説
明
、
報
告

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
各
県
仏
の
現
況
報
告

を
お
知
ら
せ
す
る
。

〈
東
京
V
　
昭
和
四
十
九
年
の
予
算
編
成
の
お

り
会
費
を
一
か
寺
年
額
一
千
円
と
し
た
。
現
在

加
盟
寺
院
は
二
千
四
百
十
七
か
寺
で
あ
る
。
事

業
を
行
う
時
は
臨
時
会
費
に
よ
っ
て
行
っ
て
い

る
。
最
近
で
は
昭
和
五
十
年
版
の
東
京
都
寺
院

名
鑑
を
作
成
し
た
。

〈
神
奈
川
V
神
奈
川
県
仏
で
は
寺
院
相
互
援

助
組
合
を
つ
く
り
現
在
九
百
か
寺
が
参
加
し
、

資
金
と
し
て
二
千
三
百
万
円
も
っ
て
い
る
。
年

一
回
親
睦
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
四
月

二
十
一
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
二
十
五
名
の
参

加
を
得
て
、
台
湾
へ
行
っ
た
。
そ
の
他
婦
人
会

青
年
会
も
行
な
い
、
八
月
一
日
に
は
県
と
合
同

で
子
供
会
、
九
月
に
は
宗
教
講
座
を
開
催
す
る

予
定
。
ま
た
各
宗
の
本
山
め
ぐ
り
を
年
一
回
、

今
年
は
六
月
十
一
日
よ
り
十
三
日
北
陸
方
面
に

行
く
。

〈
千
葉
V
　
宗
連
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
ろ
い

ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
◎
今
後
は
成
田
山
の

光
輪
閣
を
借
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
県
仏
の

諸
講
習
会
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
な
お
、
未
加
入
の
市
町
村
仏
教
会
を
加
入

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

〈
埼
玉
V
　
す
で
に
「
全
線
」
誌
に
お
知
ら
せ

し
た
如
く
県
仏
会
館
が
出
来
た
が
今
後
会
館
屋

上
に
大
ホ
ー
ル
及
び
鐘
楼
を
建
設
す
る
予
定
で

あ
る
。
事
業
計
画
と
し
て
は
研
修
旅
行
の
実
施

県
内
各
地
で
研
修
鞍
懸
開
催
、
托
鉢
街
頭
伝
道

仏
教
講
演
会
、
広
報
活
動
、
機
関
紙
「
埼
玉
佛

教
」
の
発
行
で
あ
る
。
な
お
埼
玉
佛
青
も
結
成

さ
れ
活
発
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
。

〈
山
梨
〉
　
今
年
会
則
を
変
更
し
、
一
般
寺
院

の
う
ち
か
ら
会
長
等
を
選
ぶ
よ
う
に
し
た
。
現

在
は
身
延
山
法
主
が
会
長
で
あ
る
。
布
教
伝
道

運
動
を
今
秋
に
展
開
し
て
い
く
。

〈
長
野
〉
　
現
在
共
済
組
合
を
設
立
し
て
い

る
◎
県
仏
と
し
て
の
一
番
の
仕
事
は
毎
年
行
っ

て
い
る
長
野
県
仏
大
会
で
、
今
年
で
二
十
一
回

「4一
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目
で
上
田
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
仏
土
の

活
躍
も
め
ぎ
ま
し
く
、
今
ま
で
は
南
ベ
ト
ナ
ム

救
援
活
動
と
し
て
三
百
万
円
募
金
を
集
め
た
が

こ
の
う
ち
百
五
十
万
円
は
今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
へ

の
た
め
残
し
て
あ
る
。

〈
静
岡
V
　
連
絡
機
関
の
み
で
あ
っ
た
が
、
地

区
を
ま
と
め
て
花
ま
つ
り
を
第
一
回
の
総
会
に

あ
て
た
。
今
後
は
中
部
地
区
に
て
八
月
中
旬
信

徒
会
議
、
浜
松
地
区
で
は
寺
院
親
睦
会
を
六
月

に
行
う
。
な
お
仏
教
婦
人
会
で
は
七
月
二
十
二

日
に
会
合
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
現
在
県
仏
参

加
寺
院
は
二
千
四
百
七
十
五
か
寺
で
あ
る
。

　
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
閉
会
後
、
懇
親
会
が

開
か
れ
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

一
9
一
嚢
轟
8
9
ー
ー
ー
ー
翼
一
9
3
塗

バ
ン
グ
ラ
孤
児
救
援
金

6
月
2
4
日
、
現
地
で
贈
呈
式

全
日
本
仏
教
会
で
は
“
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

の
孤
児
に
愛
の
手
を
”
と
、
孤
児
救
済
募
金
を

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
皆
様
の
暖
か

い
む
協
力
に
よ
り
、
目
標
額
（
五
百
万
円
）
を

こ
え
た
の
で
第
一
次
救
援
金
と
し
て
五
百
三
十

万
円
を
も
っ
て
、
鎌
田
良
昭
国
際
部
長
が
現
地

を
訪
れ
、
皆
様
の
善
意
を
伝
達
す
る
。

　
六
月
二
十
三
日
出
発
、
二
十
四
日
ダ
ッ
カ
市

に
お
い
て
ダ
ン
マ
ラ
ー
ヂ
カ
孤
児
院
と
ア
グ
ラ

サ
ラ
孤
児
院
で
贈
呈
式
を
行
う
。
な
お
北
之
内

真
竜
師
（
埼
玉
県
仏
事
務
局
長
）
、
山
田
一
真

師
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
代
表
）
が
同
行

し
現
地
の
状
況
を
視
察
す
る
。

　
皆
様
の
恩
情
あ
る
O
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
の
一
部
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。

☆
私
達
に
も
四
歳
と
二
歳
の
子
供
が
お
り
、
人

　
む
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
子
供
に
も
バ
ン
ダ

．
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
孤
児
の
こ
と
を
話
し
お
年
玉

　
を
少
し
出
さ
せ
ま
し
た
。
わ
ず
か
で
す
が
お

　
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
し
て
お
送
り
い
た

　
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
T
）

☆
内
職
で
得
た
わ
ず
か
な
お
金
で
す
が
、
パ
ン

　
一
切
れ
に
で
も
か
え
て
子
供
達
に
あ
た
え
て

　
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
（
山
形
県
・
主
婦
）

☆
学
校
祭
で
各
国
の
悲
惨
な
事
情
を
一
般
の
方

　
々
に
知
っ
て
頂
く
た
め
に
ヘ
ル
プ
コ
ー
ナ
ー

　
を
設
け
大
き
な
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
の

　
窮
状
に
い
く
ら
か
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と

　
思
い
、
生
徒
一
同
の
気
持
と
し
て
、
甚
だ
些

　
少
で
む
ざ
い
ま
す
が
学
校
祭
益
金
の
一
部
を

　
お
送
り
し
ま
す
。
心
の
糧
と
な
れ
ば
幸
甚
で

　
す
。
　
　
　
（
栃
木
県
立
黒
磯
高
等
学
校
）

☆
満
足
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

八
秒
に
一
人
の
割
合
で
死
ぬ
と
い
う
飢
餓
者

の
こ
と
を
思
う
と
傍
観
と
い
う
訳
に
も
い
き

ま
せ
ん
の
で
少
額
で
す
が
ど
う
ぞ
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
の
人
々
の
た
め
お
使
い
下
さ
い
。

平
常
か
ら
や
や
も
す
る
と
食
物
を
粗
宋
に
し

が
ち
な
自
分
に
憤
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

世
界
中
に
無
数
に
存
在
す
る
飢
え
た
人
々
の

　
た
め
、
何
ひ
と
つ
為
す
術
も
た
ぬ
無
力
な
自

分
を
口
惜
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
故

　
こ
の
度
の
協
力
募
金
主
旨
の
記
事
に
は
感
謝

　
し
て
お
り
ま
す
。
　
（
生
駒
山
麓
の
住
人
）

☆
私
の
小
遣
い
か
ら
送
り
ま
す
。
援
助
の
た
し

　
に
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
（
中
二
・
下
田
）

☆
わ
た
し
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
グ
ル
ー
プ
ノ
ー
ト

　
に
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
現
状
を
書
い
て
く

　
れ
た
人
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ク

　
ラ
ス
で
気
の
毒
な
人
々
に
義
援
金
を
送
ろ
う

　
と
い
う
こ
と
に
な
り
集
め
ま
し
た
。
み
ん
な

　
の
あ
た
た
か
い
心
が
こ
も
っ
て
い
る
お
金
で

　
す
。
ど
う
ぞ
お
役
だ
て
下
さ
い
。

　
（
浜
松
市
立
蜆
塚
中
学
校
一
年
五
組
一
同
）

救
援
寄
金

（
6
月
1
8
日
現
在
）

総
計
　
六
百
九
十
四
万
四
千
九
百
七
十
八
円

　
◎
禰
般
協
力
者
よ
り
の
審
金

　
合
計
　
百
四
十
三
万
一
千
二
百
四
十
六
円

　
◎
全
日
仏
加
盟
団
体
お
よ
び

　
　
関
係
寺
院
団
体
よ
り
の
寄
金

　
合
計
　
五
百
五
十
一
万
三
千
七
百
三
十
二
円

　
　
右
の
う
ち
五
月
二
十
二
日
よ
り
六
月
十
八

　
　
日
ま
で
の
内
訳

五
十
万
一
千
三
百
円

　
岐
皇
県
仏
教
会
（
第
一
、
二
回
）

二
十
万
円

　
東
京
都
仏
教
連
合
会
、
東
本
願
寺

十
五
万
二
千
九
百
円

神
奈
川
県
仏
教
会

十
一
万
七
千
六
百
十
二
円

　
園
城
寺
（
滋
賀
）

十
一
万
三
千
円

　
静
岡
県
仏
教
会

七
万
六
千
八
百
円

　
大
阪
二
仏
教
会

三
万
円

　
真
理
運
動
本
部
（
東
京
）
、
金
地
院
（
東

　
京
）

二
万
九
千
九
百
円

　
香
川
県
仏
教
会
（
第
三
回
、
計
十
七
万
二

　
千
八
百
円
）

二
万
六
千
百
円

　
真
松
重
（
東
京
）

一
万
三
千
円

　
金
剛
院
（
東
京
）

一
万
円

　
善
光
寺
（
神
奈
川
）
、
荘
厳
寺
（
東
京
）

　
法
泉
寺
（
東
京
）

八
千
七
百
八
十
五
円

　
心
月
院
（
奈
良
）

八
千
円

　
千
葉
県
仏
教
会
（
第
二
回
、
計
十
四
万
八

　
千
円
）

五
千
円

　
毎
日
新
聞
英
文
編
集
局
、
法
音
寺
（
東
京
）

二
千
円

　
西
光
寺
（
埼
玉
）

5
｝
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勅
願
道
場
大
本
山
国
分
寺

真
言
宗
国
分
寺
派
宗
務
庁

焔長

b座

盗
ｼ
口
公
教

大
阪
府
仏
教
会
々
長

大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
町
四
－
一

電
〇
六
⊥
二
五
一
－
五
六
三
七

台
東
区
元
浅
草
一
ノ
一
七

近
代
仏
教
研
究
会

　
　
壬
　
生

山
　
順

管
長
岩
本
勝
俊

宗
務
総
長
田
辺
哲
崖

参
議
大
島
恭
龍

参
議
佐
瀬
淳
光

財
政
部
長
　
芳
　
賀
　
達
　
宗

総
務
部
長
町
田
宗
夫

教
学
部
長
森
田
彦
英

布
教
部
長
岸
野
恭
順

教
化
部
長
佐
藤
正
道

秘
書
室
長
大
竹
明
彦

広
報
室
長
松
原
太
、
流

曹
洞
宗
宗
務
庁

財
務
部
長
久
保
埜
　
太
　
清

教
務
部
長
高
山
宥
進

教
化
部
長
吉
田
俊
誉

三
三
欝
門

屋
大
寿

東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
－
八

〒
m
O
三
（
九
四
五
）
〇
六
三
九
（
代
）

宗
務
総
長
　
浅
　
井
　
堅
　
教

総
務
部
長
中
川
祐
俊

管

長
鳥
居
敬
誉

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

東
京
都
豊
島
区
北
大
塚

　
　
　
　
一
の
二
十
六
の
四

〇
三
（
九
一
〇
）
三
五
九
八

　
　
　
　
　
　
　
四
七
五
五

宗
務
総
長
福
島

日

陽

管

長
森

日
彰

法
華
宗
（
本
門
流
）

横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八

〒
蹴
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一

半
統
理
　
岡
　
野
　
貴
美
子

統

三
岡
野
正
貫

大
統
理
岡
野
正
道

孝
道
教
団

議　　総　　管

長
永
井
日

揮

長
増
田
宏
雄

長
中
村
弘
通

京
都
市
上
京
区
寺
ノ
内
通

大
宮
東
入
妙
蓮
寺
前
町
八
五
七

本
門
法
華
宗

大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
i
四
－
二

〒
翻
　
〇
六
（
九
二
）
二
一
〇

管

領
小
倉
良
舷

燈

主
小
倉
霊
徳

立
法
真
教
教
団
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京
都
仏
教
徒
会
議
事
務
局
長

五
十
嵐
隆
　
明

京
都
市
東
山
区
大
和
大
路
通
三
条
下

養
福
寺
内
〇
七
五
・
五
六
一
一
二
九
九
〇

福
岡
県
仏
教
連
合
会
々
長

福
岡
県
青
少
年
教
化
協
議
会
々
長

福
岡
県
宗
教
懇
話
会
常
任
幹
事

日
蓮
宗
妙
教
寺
住
職

花

田

英

忠

臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
管
長
梶
浦
逸
外

　
宗
務
総
長
江
西
寛
堂

　
総
務
部
長
　
後
　
藤
　
純
　
　
一

　
教
学
部
長
．
竹
中
玄
鼎

　
財
務
部
長
梶
田
泰
賢

花
園
会
本
部
長
　
原
　
　
　
　
英
　
嶽

　
法
務
部
長
渡
辺
琢
山

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町

〒
旙
〇
七
五
（
四
六
三
）
三
一
二
一

事
務
局

　
東
京
都
世
田
谷
区
桜
上
水
四
－
九
－
七

　
〒
燭
〇
三
（
三
〇
二
）
一
五
九
八

社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

会
長
大
谷
智
子

副
会
長
一
条
智
光

　
〃
　
岡
野
貴
美
子

理
事
長
山
本
　
杉

事
務
局
長
船
口
暉
子

京
都
府
仏
教
会

会
長
梶
浦
逸
外

副
会
長
渋
谷
有
教

　
〃
　
沢
崎
三
寿

　
〃
　
横
井
砂
洲

事
務
局
京
都
市
中
京
区
鳥
丸
通
三
条
下
ル
公

益
社
ビ
ル
五
階

〒
枷

山
形
県
仏
教
会

（
山
形
県
村
山
市
楯
岡
趨
性
寺
中
）

会
　
長
　
五
十
嵐
　
顕
　
道

輻
洗
摩
嚴
板
垣
隆
寛

副
会
長
池
田
国
雄

灘
務
嗣
阿
部
光
伸

大
阪
府
仏
教
会

会
　
　
長
西
口
公
教
（
国
分
寺
）

副
会
長
鶯
地
一
隆
（
本
照
寺
）

　
〃
　
　
井
上
文
克
（
妙
信
寺
）

事
務
局
長
川
口
良
信
（
全
興
寺
）

事
務
局

　
大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
町
四
1
一

　
国
分
寺
内

　
〒
謝
〇
六
（
三
五
一
）
五
六
三
七

沖
縄
県
仏
教
会

会
長
田
原
惟
信

副
会
長
岡
本
恵
清

幹
事
糸
数
真
人

　
同
　
善
国
乗
憲
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第
2
3
回
全
仏
兵
庫
大
会

準
備
委
員
会
ひ
ら
く
．

　
六
月
六
日
午
前
十
一
時
よ
り
二
仏
会
議
室
に

お
い
て
第
二
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
兵
庫

大
会
の
準
備
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
趣
旨
に
つ

い
て
は
「
人
類
の
不
安
に
み
ほ
と
け
の
光
を
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
そ
っ
た
趣
旨
を
作
成
す

る
こ
と
に
合
意
し
た
が
「
人
類
の
不
安
と
い
う

も
の
は
様
々
な
相
が
あ
り
、
そ
れ
を
徹
底
的
に

分
析
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
議
論
も
抽
象
的
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
提
言
も
あ
り

第
一
部
会
に
は
問
題
提
起
者
を
お
い
て
は
ど
う
，

か
と
い
う
意
見
が
で
た
。
そ
の
他
、
大
会
⑳
二

丁
等
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

（
出
席
者
・
敬
称
略
）
麻
布
照
海
・
真
渓
義
貫

・
船
口
暉
子
・
板
橋
宥
成
・
郡
司
博
道
・
田
村

俊
弘
の
各
氏
。
事
務
局
か
ら
は
桜
井
・
白
川
・

加
藤
・
小
峰
・
杜
多
。

　
…
仏
教
伝
道
文
化
賞
の
授
賞
式
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
仏
教
伝
道

文
化
賞
の
第

九
回
授
賞
式

が
、
六
月
＋

二
日
東
京
・

三
田
の
仏
教

伝
道
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
で
行

わ
れ
た
。

　
今
回
の
受

賞
者
は
、
文

化
賞
が
選
定
A
項
（
研
究
・
論
文
・
著
述
・
翻

昭
和
五
十
年
七
月
一
日
発
行

七
月
号
　
第
二
〇
九
号

訳
・
踏
査
・
出
版
）
よ
り
「
仏
教
語
意
辞
典
」

編
集
の
中
村
元
氏
と
C
項
（
伝
道
者
・
実
践

者
）
よ
り
仏
教
の
世
界
的
伝
道
に
活
躍
さ
れ
た

ク
リ
ス
マ
ス
・
ハ
ン
フ
レ
イ
ズ
氏
。
功
労
賞
は

大
西
良
慶
師
と
松
浦
し
の
ぶ
氏
。
佐
藤
密
雄
選

定
委
員
長
よ
り
審
査
報
告
の
あ
と
、
賞
状
・
賞

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
　
【
写
真
は
文
化
賞
を
受
け
る
中
村
元
氏
】

中
山
・
法
華
経
寺
晋
山
式

　
日
蓮
宗
霊
跡
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
中
山
・
法

華
経
寺
（
千
葉
）
で
、
五
月
二
十
二
日
、
渡
部

公
允
（
宗
務
総
長
）
貫
首
の
第
百
三
十
三
世
法

灯
継
承
晋
山
式
が
盛
大
に
執
行
さ
れ
、
金
子
日

威
管
長
、
望
月
巳
滋
身
延
山
法
主
に
続
い
て
、

全
仏
を
代
表
し
て
白
川
良
純
総
務
局
長
が
祝
詞

を
の
べ
た
。

　
仏
教
徒
平
和
の
会
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
訪
問

　
仏
教
徒
平
和
の
会
（
壬
生
照
順
会
長
）
は
、

ソ
連
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
会
長
の
招
き
に
よ

り
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
訪
問
日
本
仏
教
友
好
代

表
団
を
送
っ
た
。
一
行
は
壬
生
照
順
団
長
（
全

仏
評
議
員
）
、
麻
布
照
海
（
全
仏
前
事
務
総

長
）
、
岩
本
英
樹
（
卒
直
組
織
専
門
委
員
）
な

ど
七
名
で
六
月
十
日
か
ら
十
九
日
間
の
日
程
。

　
大
阪
府
仏
教
会
、
ス
り
ラ
ン
力
訪
問

　
大
阪
府
仏
教
会
（
西
口
公
教
会
長
）
で
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
会
の
招
請
を
受
け
て
、
五
月

二
十
八
日
よ
り
五
泊
六
日
遅
日
程
で
ス
リ
ラ
ン

カ
共
和
国
を
親
善
訪
問
し
た
。

生
命
科
学
と
仏
教
と
題
し
て
“
仏
教
大
講
演

会
”
を
開
催
す
る
。
講
師
は
野
田
春
彦
東
大
教

授
と
佐
伯
真
光
相
模
工
大
教
授
。

　
岩
手
県
仏
教
会
五
月
二
十
七
日
定
期
総
会

が
開
か
れ
、
役
員
改
選
な
ど
が
審
議
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
会
長
・
上
館
馨
文
意
、
事
務
局
長

・
松
尾
晃
一
師
が
選
ば
れ
た
。

　
訂
正
　
五
月
号
掲
載
P
3
雲
井
昭
善
先
生
の

文
章
中
、
一
段
十
行
目
・
業
は
1
1
業
の
、
一
段

二
十
六
行
目
・
業
と
を
一
業
を
、
三
段
十
八
行

目
・
障
り
と
な
る
。
1
1
（
。
は
、
）
三
段
二
十

七
行
目
・
マ
ス
法
典
1
ー
マ
ヌ
法
典
、
四
段
二
十

六
行
目
・
衆
生
悉
く
有
仏
1
1
衆
生
悉
有
仏
と
訂

正
し
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一一
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…
県
…
仏
…
だ
…
よ
…
り
…

　
徳
島
県
仏
教
会
　
七
月
二
十
六
日
午
後
一
時

よ
り
、
徳
島
市
・
郷
土
文
化
会
館
に
お
い
て
、

発
行
人
桜
井
大
乗

　
　
　
　
清
　
胤
　
徹
　
昭

編
集
人

　
休
刊

ま
す
。

八
月
号
は
都
合
に
よ
り
休
刊
い
た
し

一
霧
総
局
蟹
（
育
）

九六五三二
日日日日日

十
一
日

十
二
日

　
十
三
日

　
十
五
日

十
九
日

二
十
三
日

二
十
五
日

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
〃

人
口
問
題
調
査
委
員
会
準
備
会

全
仏
兵
庫
大
会
準
備
委
員
会

各
宗
派
教
化
担
当
者
会
議

訪
ソ
仏
教
団
歓
送
会
出
席

靖
国
問
題
協
議
会

局
内
会
議
．

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
出
席

日
宗
連
理
事
会

智
積
院
金
堂
落
慶
式
出
席

自
民
党
打
ち
合
せ

バ
ン
グ
ラ
へ
出
発

局
内
会
議

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

財
団
法
人

仏
教
振
興
財
団

月
刊
誌
「
心
の
糧
」

理
事
長
竹
村
吉
右
衛
門

事
務
局
長
長
瀬
貫
公

零
露
墾
鵯
関
　
尚
道

締緒

ｾ館

@
　
　
　
下
平
耕
道

辮
輔
嚴
来
寺
　
環
　
俊
賢

融
通
念
仏
宗

管
　
長
本
縫
禅
山

宗
務
総
長
　
萩
　
元
　
明
　
信

教
学
部
長
騒
騒
良
舜

庶
務
部
長
池
嶋
騒
騒

財
務
部
長
栗
　
山
良
全

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

電
話
〇
三
（
八
四
三
）
六
三
四
　
一
～
三
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